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天
草
宣
言

私
た
ち
は
、
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
に
あ

た
っ
て
、「
天
草
を
考
え
天
草
を
創
る
地
域
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
春
夏
秋
冬
、４
回
に
わ
た
っ

て
開
催
し
た
。そ
の
中
で
、次
の
こ
と
を
深
く

認
識
し
強
く
確
信
し
た
。

１
．
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
も
っ
た
人
た
ち
が

率
直
に
話
し
合
い
、
新
し
い
地
域
つ
ぐ

り
に
つ
い
て
の
合
意
形
成
と
そ
の
実
践

に
努
力
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
話
し
合
い
の
場
と
ル
ー
ル
を
つ

く
り
、
産
・
学
・
行
政
な
ど
各
界
各
層
の
人

た
ち
が
地
域
の
将
来
像
と
現
実
の
問
題
に
つ

い
て
、
一
つ
の
テ
ー
ブ
ル
で
話
し
合
う
機
会

を
も
ち
、
そ
れ
を
進
め
る
な
か
で
お
互
い
の

信
頼
関
係
を
生
み
育
て
て
い
く
。

２
．他
人

�
�

ま
か
せ
で
は
な
く
、自
分
た
ち
が
主

体
的
に
地
域
お
こ
し
を
し
て
い
る
と
い

う
意
識
を
も
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
広
く
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情

報
な
ど
の
資
源
を
活
用
し
、
新
し
い
開
発
手

法
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
人
び
と
の
夢
の

実
現
に
向
け
、
皆
が
考
え
努
力
す
る
よ
う
な

態
勢
を
整
え
る
。

３
．
自
分
た
ち
の
誇
る
地
域
の
自
然
を
賢
明

か
つ
合
理
的
に
活
用
し
、
持
続
可
能
な

社
会
を
実
現
す
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
国
際
的
な
地
域
間
交
流
と
行
動
を

通
じ
て
、
地
域
人
で
あ
る
と
同
時
に
地
球
人

で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
も
ち
、
自
然
と
人
間

性
を
尊
重
し
た
生
き
方
を
心
が
け
、
そ
の
意

向
に
沿
っ
た
地
域
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
研
究
活

動
を
地
元
主
導
で
推
進
す
る
。

以
上
の
よ
う
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
を

ふ
ま
え
、次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、地
元
主
導

の
活
動
母
体
と
な
る
組
織
を
発
足
さ
せ
、
天

草
の
将
来
像
に
関
す
る
意
見
調
整
と
調
査
研

究
を
行
い
、
実
現
可
能
性
の
あ
る
提
案
を
示

し
、
そ
の
実
施
の
プ
ロ
セ
ス
に
積
極
的
に
参

加
し
て
い
く
。

私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
運
動
を
と
お
し

て
、
天
草
の
尊
い
自
然
と
伝
統
あ
る
文
化
を

蘇
ら
せ
、
世
界
に
開
か
れ
た
新
し
い
天
草
づ

く
り
に
邁
進
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
宣
言
す

る
。１

９
９
０
年
12
月
１
日

天
草
考
創
シ
ン
ポ
実
行
委
員
会

天
草
考
創
シ
ン
ポ
参
加
者
一
同

20

宮尾先生を中心と
した東京のハート
ストック研究会メ
ンバーとの交流

天草を考え天草を創る地域シンポジウムのようす
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▲平成 2 年 12 月 2 日　熊本日日新聞記事

天
草
を
考
え
天
草
を
創
る
地
域
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅳ
　
関
連
新
聞
記
事
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天
草
空
港
建
設

主
な
取
組
み
④

▲平成 2 年 12 月 27 日
熊本日日新聞記事
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天
草
経
済
開
発
同
友
会
は
、筑
波
大
学
渡
邊
　
信
教
授
の
提
唱
さ
れ
る「
藻
類
バ
イ
オ
マ

ス
」に
着
目
し
、平
成
23
年
10
月
の
役
員
会
に
於
い
て
、創
立
40
周
年
記
念
事
業
と
し
て

取
り
組
む
承
認
を
得
、
調
査
・
研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。

天
草
藻
類
バ
イ
オ
マ
ス
事
業

天
草
経
済
開
発
同
友
会
・
創
立
40
周
年
記
念
事
業

主
な
取
組
み
⑤
　

【
バ
イ
オ
マ
ス（
biom
ass＝
生
物
 bio + 物
質
の
量
 m
ass）と
は
、元
来

は
「
生
物
現
存
量
」
を
意
味
し
ま
す
。
生
体
活
動
に
伴
っ
て
生
成
す
る
も
の
、

ま
た
は
生
態
学
の
分
野
で
植
物
、
微
生
物
体
の
有
機
物
を
物
量
換
算
し
た
量

を
表
わ
す
言
葉
で
し
た
が
、石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
降
は「
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て

の
生
物
資
源
」
の
意
味
を
含
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

バ
イ
オ
マ
ス
を
用
い
た
燃
料
は
「
バ
イ
オ
燃
料
」
と
呼
ば
れ
、
バ
イ
オ
マ
ス

か
ら
得
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
「
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
」、
ま
た
は
「
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
」と
い
い
ま
す
。バ
イ
オ
マ
ス
が
燃
焼
す
る
こ
と
に
よ
り
放

出
さ
れ
る
CO
2
は
、
生
物
の
成
長
過
程
で
光
合
成
に
よ
っ
て
大
気
中
か
ら
吸

収
さ
れ
た
CO
2
で
す
。
化
石
資
源
由
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
製
品
を
バ
イ
オ
マ

ス
で
代
替
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
球
温
暖
化
を
引
き
起
こ
す
温
室
効
果
ガ

ス
の
一
つ
で
あ
る
CO
2
の
排
出
削
減
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。近
年
の
原
油
価
格
の
高
騰
や
地
球
温
暖
化
へ
の
意
識
の
高
ま
り
、ま
た
原

子
力
発
電
所
事
故
に
起
因
す
る
脱
原
発
の
動
き
か
ら
、
新
た
な
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、微
細
藻
類
が
産
生
す
る
オ
イ
ル
な
ど
の「
藻
類
バ
イ
オ
マ

ス
」
の
活
用
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

微
細
藻
類
は
、一
般
的
に
は
水
中
に
存
在
す
る
顕
微
鏡
サ
イ
ズ
の
藻
で
、そ

の
多
く
は
植
物
と
同
様
に
太
陽
光
を
利
用
し
、
二
酸
化
炭
素
を
固
定
し
て
炭

水
化
物
を
合
成
す
る
光
合
成
を
行
い
、
代
謝
産
物
と
し
て
オ
イ
ル
を
産
生
し

ま
す
。

微
細
藻
類
に
よ
る
バ
イ
オ
燃
料
は
、
植
物
由
来
の
バ
イ
オ
燃
料
に
比
べ
て
、

桁
違
い
に
生
産
効
率
が
高
く
、
ま
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
よ
う
に
食
品
利

用
と
の
競
合
も
な
い
た
め
、
次
世
代
バ
イ
オ
燃
料
と
し
て
大
変
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
、
大
量
培
養
技
術
が
確
立
さ
れ
れ
ば
、
日
本
を
産
油
国
に
す
る

こ
と
も
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。】

（
筑
波
大
学
渡
邊
　
信
教
授
論
文
よ
り
引
用
）

平
成
24
年
１
月
31
日
、藻
類
バ
イ
オ
マ
ス
研

究
に
於
い
て
、日
本
の
第
一
人
者
で
あ
る
、筑

波
大
学
渡
邊
　
信
教
授
の
研
究
室
を
訪
問
す

る
機
会
を
得
、安
田
公
寛
天
草
市
長
、大
塚
基

生
天
草
市
議
会
議
員
、
中
川
竹
治
会
長
他
３

名
で
出
向
き
、
藻
類
バ
イ
オ
マ
ス
の
現
状
や

展
望
等
の
お
話
を
お
伺
い
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。又
、天
草
で
の
講
演
を
お
願
い
致
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
渡
邊
教
授
に
快
諾
い
た
だ

き
平
成
24
年
３
月
３
日
㈯
、
天
草
経
済
開
発

同
友
会
創
立
40
周
年
記
念
事
業
、
第
一
弾
、

「
天
草
考
創
講
演
会
」〜
天
草
を
創
り
、天
草

を
考
え
る
講
演
会
〜
と
し
て
開
催
す
る
こ
と

が
決
定
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
３
月
２
日
、渡
邊
教
授（
途
子
奥

様
・
唯
子
お
嬢
さ
ん
・
楠
田
事
務
局
員
）
御

一
行
を
お
迎
え
し
歓
迎
会
を
開
催
。
３
月
３

日
講
演
会
当
日
は
、
午
前
中
に
天
草
市
し
尿

処
理
施
設
を
見
学
及
び
施
設
説
明
を
お
こ
な

い
、
午
後
に
は
苓
北
火
力
発
電
所
の
視
察
を

実
施
し
、
天
草
に
於
け
る
藻
類
バ
イ
オ
マ
ス

活
用
の
可
能
性
を
探
る
研
修
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

午
後
７
時
よ
り
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

■
講
師
　
筑
波
大
学
生
命
環
境
科
学
研
究
科

概
要

ボトリオコッカス培養プール ボトリオコッカス


